
事業名称

事業の目標・概要

【実績（令和４年度寄附額）】

河内長野市まち・ひと・しごと創生寄附活用事業　総合シート

河内長野市まち・ひと・しごと創生寄附活用事業

【目標】
企業版ふるさと納税を活用した事業を実施することにより、河内長野市まち・ひと・しごと創生総合戦略の
推進を図る。

【寄附を活用して実施した事業】
１．サッカーチームと連携したまちの魅力向上事業
　市内南花台地区では、少子高齢化の進む開発団地の再生モデル構築として、「南花台スマートエイジ
ング・シティ　団地再生モデル事業」に取り組んでいる。
　この一環として、同地区内でUR都市機構が進める集約型団地再生事業により生まれる跡地に女子
サッカーチームの本拠地を誘致し、チームと連携することによる地域の活性化を図る。

２．林道整備事業
　市管理の基幹林道であり、地区林業の基幹であるとともに、緊急輸送路しての役割も担っている林道
千石谷線外１線の整備を実施する。

３．公共交通推進事業
３．公共交通推進事業
　本市と包括連携協定を締結している南海電気鉄道（株）との連携により企業版ふるさと納税（人材派遣
型）を受入れ、公共交通推進に係る各種業務を推進し、地域の実態に応じた交通ネットワークの整備や、
市民の生活利便性確保を図る。
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株式会社トップラン 100,000

株式会社エムエス 300,000
2023/3/28

株式会社マルタマフーズ 10,000,0002023/3/31

2023/3/15

南海電気鉄道株式会社 2023/3/24

2022/7/28

株式会社オイシス 100,000
1,000,000株式会社関西シジシー

サンビレッジフーズ株式会社 1,000,0002022/7/28

株式会社大森屋 500,0002022/9/17

株式会社西日本技建 100,000

正木建設株式会社 1,000,000

旭食品株式会社 3,000,000

2023/3/24

医療法人健人会 那須クリニック 210,0002023/3/31

株式会社サンク 200,0002023/3/30

157,510,000

クリエイション株式会社 2022/5/18

株式会社メイビ 2023/3/20

敷島製パン株式会社　パスコウエストカ ンパニー西日本支社 100,000

ブルボン 100,000

2023/1/31
2023/3/15

2023/3/20
2023/3/24

2022/11/30

株式会社ウォーターエージェンシー 1,000,000

2022/8/31

2022/9/30

300,000

株式会社コノミヤ 100,000,0002022/7/28
スーパーサービス株式会社 1,000,000

株式会社ファーストパートナーズ・キャピタル 2,500,0002022/4/28
musica株式会社 10,000,0002022/5/24

2022/7/25

味覚糖株式会社 15,000,0002022/7/25

ユーハピピン株式会社 1,000,0002022/7/25

ユーハ味覚糖株式会社 6,000,0002022/7/25

ユーハ味覚糖精密工学研究所株式会社 1,000,000

ユーハ株式会社 2,000,0002022/7/25

社名
サッカーチームと連携したまちの魅

力向上事業
年月日 林道整備事業

100,000

100,000

公共交通推進事業

5,406,692

5,406,692



担当者評価、事業の
課題と令和５年度以
降の方向性

担当者評価：評価事業の目標達成に「①非常に効果的であった」、「②相当程度効果があった」、③「効果があった」、「④効果がなかった」

【委員会評価】
下記から選択して下さい。

取組事業が事業の目標・KPI達成す
るために

　①妥当である

　②概ね妥当である

　③検討を要する

委員会評価

【評価等に対する意見】

【令和４年度担当者評価】
「①非常に効果的であった」

【令和４年度の評価内容】
　過去の寄附企業との関係性維持に努めたほか、新たに、市と関連のある企業にも寄附の働きかけを積
極的に行った結果、寄附金の増加や、企業版ふるさと納税人材派遣型の活用にもつながったことによ
り、民間資金のみならず、人材の持つノウハウがより直接的に可能となるなど、非常に効果的であった。

【事業の課題と令和５年度以降の方向性】
これらの事業が企業版ふるさと納税の活用事業であることを周知しきれていない状況である。今後は、
市民をはじめとして本事業を広く周知することにより、企業が企業版ふるさと納税によりCSRを果たしてい
ることも併せて周知し、企業にとってのメリットを最大化させることで、より寄附をいただけるという好循環
を目指していく。
さらに、寄附企業との協議も行い、企業との関係性が寄附のみにとどまらないよう、広く公民連携にも繋
げていく。



事業名称

要素事業①

参考指標
○施設一体型小中一貫教
育推進校整備と公園整備
に関する住民説明会
・令和4年11月20日実施
・参加者92人

○UR南花台団地集約事業
跡地における公園整備事
業に関する意見交換会
・令和5年1月29日実施
・参加者数：80名

○スペランツァ大阪ホーム
タウン感謝デー（河内長野
市民デー）
・令和4年9月4日実施
・112名の市民が来場

(合計）

改善

【今後の課題・取組みなど】

寄附金充当業務としては令和５年度以降の実施となる。
事業の効果を最大限に発揮できるよう、専門家はもちろん地域住民の意見も取り入れながら、単なる施
設整備にとどまらない、新たな地域交流が生まれる場となるよう進めていく。
また、寄附企業との協議も行い、企業との関係性が寄附のみにとどまらないよう、公民連携に繋げてい
く。

担当者評価

【令和４年度評価】 【令和４年度の評価内容】

②相当程度効果があった

クトにおける参画が期待できる。

献している。

※令和５年度までは、寄附金の事業費への充当（サッカースタジアム建設）は行われ
ないことから、左記評価は、サッカースタジアム建設についてではなく、「企業版ふるさ
と納税の活用」についての効果を記載しています。

評価事業の目標・KPI達成に「①非常に効果的であった」、「②相当程度効果があった」、③「効果があった」、「④効果がなかった」

事業費（千円）

33,244

河内長野市まち・ひと・しごと創生寄附活用事業　事業シート

サッカーチームと連携したまちの魅力向上事業
担当課

総合政策部政策企画課

河内長野市まち・ひと・しごと創生寄附活用事業

実施内容

令和４年度実施
事業

（１）令和４年度実施事項
　UR団地集約事業跡地に整備する（仮称）南花台中央公園整
備に向けた基本計画を策定するため、市の附属機関として学
識経験者や地域住民代表等で構成される「河内長野市UR南花
台団地集約跡地活用整備事業推進委員会」を立上げ、全11回
の会議を実施すると共に、基本設計・実施設計事業者の選定
を行った。
また、事業用地購入に向けた不動産鑑定を行い、市の不動産
評価審議会に諮り、土地の評価額を決定した。

※ただし、寄附金の充当事業であるサッカースタジアム建設に
ついては、設計の開始が令和５年度であるため、企業版ふるさ
と納税の充当も令和５年度より実施予定である。
　令和４年度受領の寄附金は、市の基金（河内長野市ふるさと
づくり基金）へ全額積み立てを行った。

（２）企業版ふるさと納税受領額
　１億5,751万円（25社）

33,244



事業名称

要素事業②

参考指標
令和４年度実施事項

　L=102.6m

　A＝418.0㎡

(合計）

河内長野市まち・ひと・しごと創生寄附活用事業　事業シート

河内長野市まち・ひと・しごと創生寄附活用事業

林道整備事業
担当課

環境経済部農林課

令和４年度実施
事業

実施内容 事業費（千円）

（１）令和４年度実施事項
　市管理の基幹林道であり、地区林業の基幹であるとともに、
緊急輸送路しての役割も担っている林道千石谷線外１線の整
備を実施した。

（２）背景

に林道等に関することへの活用意向が聞かれた。

施策２「農林業の振興」において、「林道の基盤」が規定されて
いることから、寄附金を充当する要素事業の内容として林道整
備事業を選定し、事業費の一部に充当した。

（３）企業版ふるさと納税受領額
　１０万円（１社）

4,114

4,114

②相当程度効果があった

○当初予算上の千石谷舗装予定延長は７０ｍであったところ、寄附金の活用により
２．５ｍの量的充実が図れた。
○寄附事業者は、林業振興に意識の高い事業者であり、同社と協議し、思いを反映し
た寄附金の活用を行ったことで、同社との継続的な連携にも繋がっている。
・令和５年度も、同社より同様の趣旨・金額で寄附を受け入れ
・附属機関「かわちながの森林プラン推進協議会」に同社代表が委員に就任（令和４
年度より）
・同社については、森林整備地域活動支援事業補助金により森林経営計画策定に向
けて取り組みがなされた。

改善

【今後の課題・取組みなど】

企業版ふるさと納税がさらに広がるよう、本実績を市内外にアピールする必要がある。
さらに、企業との関係性が寄附のみにとどまらないよう、林道災害における効率的なパトロール等公民連
携に繋げていく。

評価事業の目標・KPI達成に「①非常に効果的であった」、「②相当程度効果があった」、③「効果があった」、「④効果がなかった」

担当者評価

【令和４年度評価】 【令和４年度の評価内容】



事業名称

要素事業③

参考指標
公共交通不便地域への支
援（支援地区数）：5地区

(合計）

改善

【今後の課題・取組みなど】

市内の公共交通ネットワークの再構築を進めるにあたり、事業者の目線やノウハウを持った人材と協働
で進めることができるのは、有意義である。今後も民間事業者との連携を図っていく必要がある。

評価事業の目標・KPI達成に「①非常に効果的であった」、「②相当程度効果があった」、③「効果があった」、「④効果がなかった」

河内長野市まち・ひと・しごと創生寄附活用事業　事業シート

河内長野市まち・ひと・しごと創生寄附活用事業

公共交通推進事業
担当課

都市づくり部都市計画課

令和4年度実施
事業

実施内容 事業費（千円）

（１）令和４年度実施事項
・モックルMaaSの実装、運用
　関係部局と仕様内容の調整を実施後、業者選定のための公
募型プロポーザルを実施。選定事業者とシステム仕様につい
て協議を進め、システム改修やコンテンツ制作を実施。市の魅
力の効果的な発信のため、関係部局や事業者と密に連携しな
がら、コンテンツの充実に努めた。
　
・地域公共交通計画の策定
　「河内長野市公共交通のあり方」に基づく、令和5年度からの
具体的な取り組み施策を定める実施計画を策定した。

・アフターコロナを見据えた公共交通ネットワークの再構築
　石見川地区の検討会で協議しながら、スクールバスと乗合タ
クシーを一体的に運用するスキーム作りを進めた。

（２）背景
・本市と包括連携協定を締結している南海電気鉄道（株）との
連携の過程で、企業版ふるさと納税（人材派遣型）を受入れる
こととなった。
・同社とは、日頃より公共交通分野で密接な関係性があり、公
共交通に精通する人材が豊富であることから、協議の結果公
共交通推進事業での人材受け入れとなった。

25,790

25,790

担当者評価

【令和４年度評価】 【令和４年度の評価内容】

①非常に効果的であった

○モックルMaaSの実装、運用については、庁内関係部局との協議のみならず、交通
事業者や協力事業者との調整が必要であり、交通事業者からの派遣人材知識やノウ
ハウを活用することができて、非常に効果的であった。
○地域公共交通計画については、交通事業者としての知識やノウハウを活用するこ
とができて、非常に効果的であった。
○公共交通ネットワークの再構築について、R4年度に実施した石見川地区の地域の
検討会や、スクールバスと乗合タクシーの一体的な運用をするスキーム作りにおい
て、派遣人材の持つ、行政とは異なる知見を活かし、事業を進めることができた。


